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序

データベースは、わが国の情報化の進展上、重要 な役割 を果たす もの と期待 されてい る。

今後、データベースの普及 により、わが国において健全 な高度情報化社会の形成が期待 さ

れる。 さ らに海外 に対 して提供可能なデータベースの整備 は、国際的な情報化への貢献お

よび自由な情報流通 の確保の観点か らも必要である。 しか しなが ら、現在わが国で流通 し

ているデータベースの中でわが国独 自の ものは1/3に す ぎないのが現状であ り、わが国

データベースサー ビスひいて はバ ランスある情報産業 の健全 な発展 を図るためには、わが

国独 自のデータベースの構 築およびデータベース関連技術の研究開発を強力 に促進 し、デー

タベースの拡充 を図る必要がある。

この ような要請 に応 えるため、(財)デ ー タベース振興 セ ンターでは日本 自転車振興会

から機械工業振興 資金 の交付 を受 けて、データベースの構築お よび技術開発 について民間

企業、団体等 に対 して委託事業 を実施 している。委託事業の内容は、社会的、経済 的、国

際的に重要 で、 また地域お よび産業 の発展の促進 に寄与す ると考えられているデータベー

スの構築 とデータベー ス作成 の効率化、流通の促進、利用の円滑化 ・容易化 な どに関係 し

たソフ トウェア技術 ・ハー ドウェア技術で ある。

本事業の推進 に当って、当財団に学識経験者の方々で構成 されるデータベース構築 ・技

術開発促進委員会(委 員長 山梨学院大学教授 蓼沼良一氏)を 設置 している。

この 「マルチメディア型社会科用 データベースの開発」は平成3年 度 のデータベースの

構築促進 および技術開発促進事業 として、当財団が(株)新 学社に対 して委託実施 した課

題の一つである。 この成果が、データベースに興味 をお持ちの方々や諸分野 の皆様方のお

役 に立てば幸いである。

なお、平成3年 度 データベースの構築促進および技術開発促進事業で実施 した課題 は次

表の通 りである。

平成4年3月
]

財団法人 データベース振興セ ンター
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平成3年 度 データベース構築・技術開発促進委託課題一覧

分 野 課 題 名 委 託 先

1形 態学的 コメン トを含む病理データベ ースのプ ㈱ エ ス ・ピ ー ・オ ー

ロ トタイプ作成

2交 通事故調査 デー タベースのプ ロ トタイプの作 働 日本自動車研究所
成

3シ ルバーエ イジの医療 と福祉情報 の実際的 な活 美崎高齢者福祉互助会
用 を目的 としたデータベース構築 美崎生活館

4気 候情報データベースの構築 ㈱エムテーエス雪氷研究所
社 会 5地 下水情 報 デー タベース システムの構築 のため ㈱パ スコ

の調査研究

6フ ァ ジ ィ に関 す る文献 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ムの 働日本情報処理開発協会
開発

7大 学 にお けるデータベース利用教育 シス テムに 口外 アソシエーツ㈱

関する調査研究
8マ ルチメデ ィア型社会科用データベースの開発 ㈱新学社

9異 分野研 究のための知 的オ リエ ンテー シ ョン ・ ㈱ けいはんな

データベースシステムの構築可能性調査

10瀬 戸 内圏公共 図書館 の郷土 資料 デー タベースの ㈱中国新聞社
構築

11記 事 デ ー タ ベ ー ス ア ク セ ス用 パ イ ロ ッ トシス テ ㈱河北新報社

中小企業振興 ム構築

地域 活 性化 12商 業調整支援 データベースの構築 ㈱ 日本統計セ ンター

13地 域 流通最適化 に必要 なデータベースの構築 に ㈲ 日本 ボ ラ ンタ リー ・

関する研究 チ ェー ン協 会

14情 報源検索 データベースのプロ トタイプ作成 セ ン トラル開発㈱

情報図書館RUKIT

15有 価証券報告書のMTデ ータ変換 ソフ ト開発 と英 コム ラ イ ン イ ンタ ー ナ

訳辞書作成 ショナル㈱

16海 外の主要国際 ・国家規格 データベースの構築 日本電子計算㈱
17ア ジア太平洋交流 デー タベースの研究 一プ ロ ト ㈱西日本新聞社

海 外 タイプ作成 一

18先 端産業分野における専門用語の電子辞書デー 科学技術情報研究所㈱
タベース化の調査研究
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マルチ メデ ィア型社会 科用 デ ータベ ー スの 開発

1目 的 と概要

1.1目 的

教育への コンピュータ利用 は特 に中学校 を中心に推進 されているが、その中では技術家

庭科 「情報基礎」が主体で、他 には数学、理科が比較的進んでいる。 しか し、教育へのコ

ンピュー タ利用全体 を考 えた とき、国語、英語、社会等の文化系教科で も同様 によく利用

されるのでなければ、学校現場への真 の定着 は難 しい と思われ る。

今 回の プロ トタイプ開発で は、 そうした文化 系の教師、いわばコンピュー タの事 をよく

知 らな くて も、 コンピュータを利用 した授業改善/学 習効果の向上が可能 な らば、 それ も

簡単 に利用出来 るな ら、それな らば使 いたい とい う、大多数の一般教師の要求 に応 えられ

るものを目的 とした。

社会科 においては授業で様々な教材 ・教具 を利用 して、生徒に指導す る。掛 け図、スラ

イ ド、OHP、 資料 集な どを場合 に応 じて使 い、多種多量の画像情報 を提供 し、指導内容 を

深化、定着 させてい る。 しか し、 それ らは実際 に扱 える情報量に限 りがあ り、資料 の配置

も固定的で、 しか もメディアが分かれているために相互補完的あるいは発展的 に併用す る

のがなか なか難 しい。

必要 な画像情報 を自由に検索 し、欲 しい画像 に簡単にア クセスす る ことが出来、 しか も

個別学習、一斉指導な ど多様な利用法が簡単 に出来 るデータベースを開発 するこ とで、従

来パ ソコン利用 に関心 を持たなか った社会科 そして他 の文化系教科 の教師に、新 しいパ ソ

コンの利用方法 を提案 し、普及 を図 りたい。

1.2概 要

(1)シ ステ ム概 要

本 ソ フ トウ ェア は富士 通FM-TOWNSの 元 で,富 士通 ス クール カ ー ド αとい う統 合 型 ソ
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フ トウェアをプラ ッ トフォーム として作成 され る。

富士通FM-TOWNSは 、音声 ・写真 ・図版 ・文字 といった様々なデー タを統合的に取 り

扱 うこ とが で き、 いわ ゆ るマル チ メデ ィア環境 の実現 が可能 にな って いる。 またCD-

ROMを 標準 で装備 してお り、膨大 なデー タの利用が可能である

本 ソフ トウェア は、 このプラ ッ トフォームの もとで、小 ・中学校の社会科授業で、必要

とされ る様 々なデータを音声 ・写真 ・地図等の図版 ・文字で表現す ることによ り作成 され

ている。

また、CD-ROMを 使用す るこ とで、 これ まで にはない多量の画像 ・音声 データを格納

することが可能になってい る。

各データのイ ンタフェイスは、 マウスのみの操作で行 え、複雑 な操作を必要 としないた

め、コンピュータ リテラシーの低 い児童 ・生徒で も容易 に操作で きるようにな っている。

また、一つの画面 には様々な コマ ン ドアイコンが用意 されてお り、 これ らのアイ コンを

押す ことのみで、検索、他 の項 目へのデータの リンクといった様々 な機能が、簡単な操作

で実現可能 になっている。

音声

蛭
←
文字

大量のデータ

O同－
CD-ROM パ ソ コ ン マ ウス 利用者
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(2)教 材概要

このデータベースは、小 ・中学校社会科(歴 史)の 教材分析 を基 に、マルチメディアの

環境 を利用す ることで、効果的 に授業 を行 えるために、必要 なデータが様々 に関連付 られ、

学習の段 階的 に合わせた形で、細分化 して格納 されている。

このため、一つの学習素材か らそれ に関係す る他の項 目への リンク ・よ り高度 な内容 の

参照 とい うことが、簡単 にでき様々 な学習 に利用可能 になってい る。

また、朗読 による解説や地図 ・図版 ・イラス トによる視覚 に訴 えた解説 な どを利用 する

ことで学習効果 を向上する ことがで きる。

また、マウスによるイ ンタフェイスの採用 により、検索 ・リンクする項 目へのジャンプ、

メニ ューに戻る終了す るとい った様々な指示が、ボタンの クリックのみで行 うことがで き、

学習者 はコンピュー タの操作 に煩 わされ ることな く学習に励む ことができる

様々な検索方法

多量のデータ

ー

。
＼
プ

。

○

陸]一 一

〇 リンク

1/○

?＼。
〇

一 一 〇

1

「 一 一 一 一 一

1

段階的な提示 H 視覚に訴える表示

合
効果的な学習
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A.学 習のための機能

この ソフ トでは、実際の教育現場での授業分析 を基に次の2つ のモー ドが用意 されている。

1.鑑 賞 モー ド

2.学 習モー ド

〈1.鑑 賞 モ ー ド〉

このモー ドは、教師が一斉授業 などで、 この教材 を補助的 に使 うときを想定 して作成 さ

れている。 このモー ドでは、ボタンを押す ことで、次々 に画面が提示され、画面内容 に対

する解説が朗読 され る。

1学 習囎 の提示1-→

解説の朗読

一1次 の学習項目へ1

教師による補足説明
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〈2.学 習 モ ー ド 〉

このモー ドは個別学習時や 自習時 とい った ときを想定 して、作成 されてい る。 このモー

ドで は、各画面 にキーワー ドによる検索のためのアイコン ・画面 の各部分 に配置 されてい

る リンクアイコン ・検索 を行 なうためのアイ コンな どが配置 され る。

児童 ・生徒 は これ らの ボタンを自由に使用 し、一 つの画面(学 習素材)か ら、それに関

連す る様々な事項への リンクを行 な うことにより、よ り深 い知識 の収得や様々 な事象の相

互関係 を発見学習的に学習することがで きる。

学習項目の提示

学習者の意志による様々な項目への分岐
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B.教 師のための機能

〈提示 モ ー ド〉

教師が各画面の並 び順 を自由に変更で きる機能、 これは教師が学習時に使 う画面 の提示

順提示方法 を自分 にあった形で、作成す ることを可能 にする機能である。児童 ・生徒の理

解度や授業の進行 に合わせて、データの選択 が可能 にな っている。

このモー ドを利用する ことで教 師 は、 自分 の授業計画 に合わせた教材 を組み立て ること

が可能 になる。

⇔

多量のデータ 教育目標に合わせた

選択

新 しい流れ

また 、 この ソフ トは ス クール カ ー ドαをプ ラ ッ トフ ォー ム として作 成 され て い るため、

この教材 のデ ー タ を利 用 しス クー ル カ ー ド α上 で まった く新 しい教 材 の作 成 も可能 に な っ

て い る。
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2開 発

2.1教 師 ニー ズの 抽 出

このソフ トの開発 に先立 ちどの ようなソフ トが社会科教育 の場 で必要 とされ てい るか に

ついての調査 を行 なった。

調査 は、研究会 による報告及び現場教師からのヒア リングによ り行 なわれた。

1.ハ ー ドは導入 されたが、 コンピュータの操作がなか なか難 しい。

2.社 会科に於 いては一つの学習で図版 ・写真等 の様々 な資料 を使 うがそれ らを手軽に扱

えるソフ トが販売 されていない。

3.ま た、授業 に合 わせた形での資料の準備が必要だがその時間が短縮 されるようなもの

ならば利用 してみたい。

4.現 在多 く市販 されているソフ トを見 る と、 ソフ トに合わせた授業 を行な う必要がある

ものが多 く、 自分 の授業 に合わせ ることが難 しい。

また、コンピュータを積極 的に利用 している教師の意見 としては、次のような ものが多い。

・現在多 く市販 されているソフ トを見 ると、 ソフ トに合わせ た授業を行な う必要が ある も

のが多 く、 自分 の授業 に合わせる ことが難 しい。

・自分の授業 に合わせた、 自由に変更できるソフ トが望 ましい。

これ らの ことか ら、現在 の学校 で必要 とされている社会科 のデー タベースソフ トとして

は、基本的に次のよ うな要件 を満 たす ことが必要で あると判 断 した。

1.大 量の図版 ・写真等が含 まれている必要があるこ と。

2.操 作 はなるべ く簡単 に行 なうことがで きること。

3.資 料 は、系統付 けされ、関連す る項 目が簡単に検索 ・抽出で きること。

4.教 師のニーズ に合 わせて変更可能 なものであること。
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2.2タ ー ゲ ッ トマ シ ン、 プ ラ ッ トフ ォームの技 術 調 査

(1)タ ー ゲ ッ トマ シ ン

ターゲ ッ トマシンの設定 には、画像処理能力 とデータ記憶能力の面 を重点 に行 なった。

・今回のソフ トで は図版 ・写真等 を多 く含めるため、それ らをなるべ く自然 に近い形で表

示する必要がある。

このためには、現在一般的なパ ソコン表示である16色 表示 では能力不足がいなめな く、

最低限256色 の表示能力 が必要 と判断 した。

・また、256色 で画像 を作成 した場 合、 これ らのデータ量 は標準的には(画 面の解像度/

データ圧縮率 によるが)約300Kb程 度必要 とな り、データを保存す るには、2HDの フロッ

ピィディスク1枚 で は数枚程度の画像 しか保管で きない。 このため、 ソフ トの媒体 として

はCD-ROMの 利用が必要 と判 断 した。

上記の2点 を標準製 品で満 た しているパ ソコンは、評価時点で はFM-TOWNSの みであ

り、他製 品では、追加機器等の購入が必要 となる。 また実際の学校現場 での納入 シェアに

おいてある程度 の普及がみ られ る ことか らも、ターゲ ッ トマシン としてはFM-TOWNSを

選定 した。

(2)プ ラ ッ トフォー ム

制作 におけるプラッ トフォームの設定では、C言 語 によるオ リジナルプラッ トフォーム

の作成 と既存するオーサ リングソフ トのプラ ットフォーム としての利用の2つ の観点か ら

検討 を行 なった。

C言 語 による開発 とス クールカー ドαによる開発 を比較す ると次の ようにな る。

ス クール カー ドαで 開発 す る長 所

・新 た にプ ラ ッ トフ ォー ム を開発 す る コス ト ・期 間 が 削減 で き、 その分 を内容 の充実 に あ

て る こ とがで きる
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次 の こ とに よ りス クー ル カー ドαの使 用 を決定 した。

コンピュータソフ トの教育現場での普及 を考 える と、教師が 自分の授業 に合わせた形で、

自由 にデータベースのデータを再構築できることが理想的である。

ス クールカー ドαは教育用オーサ リングソフ トとして、FM-TOWNS導 入校 では広 く使

われてお り、 この使用法 を理解 した教師 はこの ソフ トを基 に様 々なデータベースの再利用

が可能 になる。(た だ し、CD-ROM自 体 のデータの書換 えは行 えないためハー ドディスク

等への複写が必要 となる。)

機能的に も次の ような機能が提供 されてお り、本 ソフ トのプラ ッ トフォーム としては適

当な ものであると判 断 した。

・スクールカー ドαは、文章、図、絵、表、音声な どのマルチメディア情報 をパ ソコンの

画面上にカー ド単位 で表現 し、整理、活用で きる統合型情報活用 ツールである こと。 ・基

本機能にワープロ、作図/描 画、表計算/グ ラフ作成、データベース機能があ り、情報活

用 の入門か ら応用 まで幅広 く利 用で きる。

・キーボー ド等 を必要 とせず にマウスだけによるユーザインタフェイスが可能 になる。

(マ ウスはFM-TOWNSに は標準 で装備 されている)

・256色 の画像表示が行 えること
。

・検 索機能 を保有 してい ること。

・音声 データの使用 に対応 している こと。

・様 々な関数が用意 されてお り
、 プログラムを組 むこ とで、 よ り一層高度なユーザ インタ

フェイスの実現が可能 になっていること。

・画面のプ リン トアウ トが可能
。

一9一



2.3プ ロ トタイ プの仕 様

このプロ トタイプは次の要求項 目を満たす ように設計 されている。

この仕様 は、研究会の成果 を基 に、決定 された。

1.ユ ーザ お よび利 用 方法 につ いて

・小学校6年 生か ら中学校2年 生 までの児童 ・生徒および社会科の教師を主たる対象 とする。

・小学校および中学校 の授業での使用 ・図書館等での利用。

・家庭 内での学習教材 また は一般教養 ソフ トとしての利用。

2.ソ フ トの満 た すべ き要件

・授業 での使用を想定 して次の2つ の学習モー ドを実現す ること。

①一斉授業での使 用

②個別学習 ・発見学習での使用

・関連 したデータ同士が互 いに関係付 けされているこ と(リ ンク付 けがされてい ること)。

・リス ト化 されたキーワー ドか ら項 目を選択 し検索で きること。

・解説等の表示では、学習 に合 わせて段階的に表示が可能な こと。

・視覚 に訴 える形での画像表示が行 われること。

・学習効果 を高 めるような表示が行 われ ること。

・どの事項 を学習 しているのかが明確 にわかること。

・音声による解説が付加 されている こと。

・教師によ り表示順が 自由に変更 できること。

一10一



前記 した仕様 を どの様 に実現 したか を、制作 した画面を基に記述する。

1.メ ニ ュ ー 画 面

N8r.7199219=4T

武家政治の展開

鰍臨 躍 嚢8
鎌倉輪 の成立 武士の生活と鎌査文化

3囎 籔
モンゴルの襲来

∠懸盤5鍵1麟 麓
室]町時代の文化民衆の成長と戦国大名南」telと室町幕府

塑 」 到

[〉

口ar.7199219:40

4
`

'

1ち

.

立り成

{、

の本日】

轟

8閤DEX

s・ ～

.∀6㍉
'[

.一,
一 蒙'

〕古代 国家の 歩み 【

.

一
7

ユ

楡.'・.
'邉

..・ ㌣

】武家政 治の展 開1

蕪
竃

璽 認 ‥ 近類 本・歩・‥ 三躍 世界大戦匡

岨
姦

編
曲

撒

コンピュータ リテラシーの低 い児童 ・生徒 にとって も簡単 に理解 で きるように、時代 を

象徴す る写真 を配置 した大 きなアイ コンを配置 し、マウスボタンを押す操作 をスムーズに

行 えるよう考慮 されている。
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2.ア イ コン につ いて

各時代へ飛ぶ 各サ ブメニ ューへ飛ぶ

＼1

雀 撒 萎 鷺麟 砦鶏鳴 覧艦 認
魍 詔∫
大名 刻ヒ

/

/
＼

3雛 ㌦ 蒜 シ

'/

〆

巨鉋'

憂

1▲㌫ Ω
τ 将 軍 御家人

;
§ 灘 奮認・ 輪 齪

已 鴛〔綱
農民

δK鱗 ㌔ 味.卿 。公 ●封建社会のしくみ

」[ヨ ・遮
＼

関連画面に飛ぶ 検索モー ドへ飛ぶ

解説を聞 く

解説を見る

年表が表示される

サ ブ メニ ュー に戻 る

次の画面に進む

一つ前の画面に戻 る

アイコンは目的 とした操作 を分か りやす く行 えるように、小 ・中学生の反応調査の結果

を踏 まえ最適 と考 えられる配置 ・デザインを行 った。
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3.音 声 に よる解 説

江
戸 割

批駕　
　

詔
訓

ン

ル

モ

ゴ

含
化

斑
文

'富
国

毘
繍

3

武
家
堅

田
の
展
開
と
ア
ジ
ア
の
情
勢

●壇ノ浦の戦い

三 聞 く解 。

一∠ る

解5

話碑

MENU

芦

6
KEYword

源平 の戦 い

●壇ノ浦の戦い

倹素 口

江
戸 鈎

謝㌶怠
花

菱
力

'冠
付

担
覇

姻
大名 認

●壇ノ浦の戦い

音声が流れる

3

武
家
政
治
の
展
開
と
ア
ジ

ア
の
情
勢

,s泌 …

源氏の打倒平氏の動 きは続き、1180年
10月には、東北、関東、中部地方などを

頼朝が支配することが認められました。

その後、 の中心は西国に移

り、11B5年2月 の の戦い、3月 の
いによって平氏はほろび、安徳

天皇も8歳 の生涯を終えました。

轟.ぶ翼
ぷ

、

.!

.

,

.
.
'

・

.

オ

.
麟

it';w

〆'●』'

三 聞 く解5

、預 る
解6

膠'

MENU

芦

6
KEYword

源 平の戦 い

●壇ノ浦の戦い

検索 団

解説画面が表示される

解説画面が消えて上の画面に戻る

学習効果 を増すために、音声 による主要画面 には、音声 による朗読 を組 み込んでいる。

一13一
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4.鑑 賞モー ドでの使用時の流れ

教師 の授業 を手助 けする様々な資料が、 アイ コン操作だ けで簡単 に提示 される

ーレ
江
P 割

翻
ン

ル

モ

メ

塩
化

19
文

r冠
付

毘
頴 魏

3

武
家
政
治
の
展
開
と
ア
ジ

ア
の
情
勢

●鎌倉の且断 多

∨
ハ

大仏

熈 隷 。賠
化粧板'亀 谷切通 卍

ぱ蹴 ・x
日脚

竃グ璽
!㌣寸ケ崎

_

卍

.

鋤

蒜2卿
爾 硲螺 §,,

1妙 寺

`三 助
■ご

迂 論 聯

N_'
和賀江,.N名 越切通

警illl←・

解 …聞 く

解 説見 る

づ
碑
MENU
>

6KEY"o'd ●鎌倉劉[ヨ

⌒ ヨ

このモー ドでは前進アイコンを押す ことにより、次の学習材料が提示 され、 それ と共 に

その学習内容に対する朗読が開始 され る。

授業の流れの中で効果的 にデータベースを利用で きるよう配慮 されている。
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"

、

5.学 習 モー ドの流れ

このモー ドでは、学習す る児童 ・生徒 は自分の意志で様 々な項 目間の関係 を調べて行 く

ことが出来 る。

;畔 旧■日細 目棚田聚1網1ぼ1票
●ぷ Ψの'B・〔」

・

」

7の

惰舅

一廻 刮 一旦座 」一酬
一 鯛 の1槍入り1

.

'甘11甘σ
,・

,'

`
,

,

凶

鴎
〆優

雅画

♂
悟

'
.

o' l
l}8脚末の聾ノ痢劃 亜綱

■負枠 剛胆日長 反Ψ圧

6"▼㌫_・ 駆一 ⑳"劉[ヨ

TT肩1覧n'u馴 鼻門曙 綱 目1忠ほ
●`日■前轍

3

ア

‖

φ
●

京師 曝

」u田爵蒙国

[コ 肋 微 人の馳(

竃
〆

6コ 臨 ・・嚇 ・一 … … 圏1〔 ヨ

;酬3凹 馴 叩網 辮1芸1鵠
創1白扇nのしくみ

3_,a凶

.欝璽糠
に 麸』 画
6…軸 ・ 温璃 鶏

。随 ●"日別箇1〔 ヨ

璽1`1覧¶3ul㌔ 用弘酬 田 呈出;1留1鶏 際

●姓 氏の日用

3

ア

‖

§撰饗 箒 口 ,

脚

!・ 腺

鐸
〆

:耀 櫟 …
6… 蒜。邑 ●丘桑闇1[ヨ

児童 ・生徒 は検索 ・リンクによ り様々 な学習項 目を自由に調べ ることがで きる。

詳 しい内容 について は、以下 に詳細す る。
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6.デ ー タは リンク付 けが され てい る。

翌翌認㌶セ
叱
P
♪

鰍
η

江
口

3

‖

の
n
M
と
ア
ジ
ア
の
偶
発

●il倉幕府の成立

〆
〆
〆
〆
.2・fENU

>

6
【日Y".rd

酒 間
封延高r腹

源氏の系図"倉 百府のしくみ
困[三 コ

壁1自IX門 諺u馴 鼻綱圏 票㌶
'認

霧 裂

3㎜ 恥くみ描 暴 力

ユ ニ騨 滉 ㌶層
肪{麹 曇帆 綱

・・・…HELP

〈鞍 の鹸 》l

l,撫 ・1.

6【8鞭 綴 ・・ 兵籍
,倣 ●口A瓢1牒 回

●封建社会のしくみ

3

江
P 認豊胸

柳
㌶票時

期

劃

一
主
■

、
晶

鞭

と鷲ト

砧
堵
の
)

霞
皐
本
(

"冶
の
展
開
と
ア
ジ
ア
の
領
"

剰

似

て
与
し
)

肩

与

"陀

噛

曇

土

外患
(

.

〆
'
〆
〆

驚

渋
MENU

」

6 KεY■o■4

源頼朝 嫉 人 口思と額公
●地社会趨 国

収録 されたデータは、学習内容の分析 を基 に様々な他の項 目との関連付 け(リ ンク付 け)

が行われている。
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7.簡 単 に検索す ることが可能

阿

竃ふ

乏
鋼
∠
口

別項

芦

?

巨
定指再

ハ

氏・平反

………

氏原欄蘂

⌒
圃
●

い戦の舗壇ち落部の氏平朝頼祠㎜源百ぴ

一

'

べ魁
鍾 か

d

鷲

よ

・

`

」

"

巴

C一

一

フ

覇

代時モ墳

モ

ざ

モ

〔

懇
耀

仲蓑原ーO

代時倉鎌

代時瓠
代時山桃土安

代時戸江

総計晩
維卸大
代時和昭

代時成平

㍗

■

、.

輌頼

.
嬬壇

武家

政治

の

展開

と
アジ

ア
の帽

勢

江
戸 認謬苔

晒

田
導

ン

ル

モ

ゴ

塩
化

距
文

'吉

日

鰹

幕

●封建社会のしくみ

3

1▲
z将 軍

;
冒

主従関係

御家人

襲
爵欝
'
MENU

」

6
KEYword

源頼朝 御1家人 御思と奉公

●封建社会〔墨 田

や

収録 されたデータは、検索キー を登録 してあ り、簡単 な操作でキー ワー ドか らの検索が

行 える。
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8.段 階的に表示が可能

口
頭鶏器㌶魏鯖

嘲

3

8

の
R
聞
と
ア
ジ
ア
の
憤
陽

●廓久の乱

14 畿 1網
綱
〆

貿●Y●●r'

北条氏の領土 慎需 回

3
●承久の乱

劃

治
化

野
♪

銅
軍く陸奥守平日時( .1し条nHlのこと)の 蘭を追討しtsさい.哀

た、`自国の守坦・tbeec、阿か訴えたいことがある81S".斤に魯
じて敵斯を受"な さい.… ・近ごろtl角の政治のやり方が恋いた
め、天下の口治が乱ttている.口亨とはいっても、重だ幼い(4
代胃亨輌31t,4歳).そ のため、あの脇n》は、嘱判こ政治を行っ
τいる.自9の 権威を示し、朝ほを●裡しτいる.こ れはま●し
くtl反というぺ●である.甲 く登用に知らせて、口哨を違目しtt
さい・・…承久3年5月ISH(1小 陰政所足立口」)

δ
貿9Y● ●td

北 集 氏 の 領 土

凶

竃
〆
宜ELP

NU
治

匝][三 コ

訓
馳

只裂㌶`
虎

口
♪

助
酬

3
■承久の乱

崩eklt?

ア
の
幅
坊

墾
_ノ し二

■久3年(t22t)5月19日 、jL条政子けlnT人 たちを呼σよせて
をし虚した・r唐 心を一つにしてよく聞きtiさい・こilh愚lt

ことltである.故栢朝公力宙 を1・1ちraltして厩府を聞いてから、
といいRllと いい、そのeは山よりも高く薦よりも渋い.こ の
報いる貝椅ちが濯いltずがあろうか.しかし今、騨臣というそ

しりによって柳1連 射の抱旨がくだされた.名tt3し む毒は、●<
胤頼らf.討ちとり、3代 筒草のあとを守らt;ばtsらない・た

し上皇前 こU芳したいと問う者は今'`ぐΦし出るがよいハと.集
まった武士はみなこのことば髪聞いて涙をながし〉命を寸一εても即

報いようと決心した・(「 目翌日」)

〆
⑳
〆

MENUlF

6teY-etφ

北条氏の領土
●螢 国

印刷物 と違 いコンピュータの画面では段階的な表示が可能 になる、提示をコン トロール

す ることで学習効果 を高めることがで きる。
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9.視 覚 に訴 える形 での画像表示

●源平の戦い

3

,富

江
戸 口 鷲劉

翻
ン

ル

モ

ゴ

塩
化

聾
文 語

武
家
政
治
の
展
開
と
ア
ジ
ア
の
情
勢

.聞 く解;

解… 見る

膠碑

㌶_τ ・嘘 圏
6 KEYword

源 頼朝 平氏の都落ち 壇ノ浦の戦い

●源平の戦い

圃 国

賓
角若 聞 く

解…見る

腰綱

11θ3年、の 口囲 源頼朝 平氏MENU

源義仲 奥州藤原氏 反平氏 治

点が表示される

地図な どの時系列 で変化するデータにたいしては、 その動 きをシュ ミレー トするなどの

手法 を用 い、視覚 に訴 える形 で学習効果があがるように設計 されている。
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10.学 習 してい る内容 が明確化 されている

色が変わ っている

江
戸

ン
ル

壱
ゴ

塩
化

難
文

.冨
阿

槌

幕 認 劉
批鷲

●新 しい仏教

3

武
家
政
治
の
展
開
と
ア
ジ
ア
の
情
勢

`鵬 緬t函"く ろ蝋 鋤 凶
田 田 田 口2`刊 飢

羅叢 責 懇
のの が の の の
乱乱滅 乱 役 役

年 竃
藤 年齢

織 中心寺院 おしえ 支持者

〔鋼'

MENU

芦

》よう孔"
浄土宗 搬

o良都)

・

据剰こ生まれか

bる には、鯖

節 こすがり、
句eあ 呼

念仏(甫 黒円弥
方丈s陀1ム)を唱

えよ

貴族

武士
じ継 継 」

、㌧二ういう
(「向宗》

1辮

《京都) 武士

農民oし ■う
時}宗 鴇鱗

(神}割1|)
肝1・ 壬・虚

`cぷ ■う
B蓮 宗
1・さtル鯵う
(法華宗)

鎧等
(山梨)

灘壊乱、
囎 ～綜躍
雛劃調えよ

武士

商人

法然

親鷺 1剛 一 ■

一遍 ロ ㎝ 竪■■■ 江■一
日連一

り▲ぶも○う臨済宗 '簑欝

綴
(福井)

座禅を組み、自

ら偲リを聞く

(宋より伝来)

武士

惚・蛍 噌 ■ ■■■■
'

栄西 1銀・…楯/

遭元 幽囚 ■■■■炉 ンー
そ劃 紫

6KEY"o'd ●新しい仏教

[國[三 コ

児童 ・生徒が 自分 自身の学習 している内容が明確化で きるよう、

代 ・内容 を表示するイ ンジケータが表示 されている。

画面上部 には、学習時
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11.年 表 か らの検 索

1
」
㌔

詔
烈翌認ン

ル

モ
〆

怠
花

霞

文

'7
付

登

司

時代

平
安
時
代

鎌
倉
時
代

囲

西目

11BO

11田

1184

1105

1191

1192

1202

1203

1205

1219

1221

年号

治承4

日本のできごと
政治 ・経済 ・社会

世界の

文化 できごと

　

つ　

ぐ

　

　

永

"

治
久

寿

,

,
文

建

国

●源頼政・源頼朝 ・源義仲らが兵をあげる

源頼朝が日食に侍所を置く
・平氏が西国へ逃れ、源義仲が京都に入る

●源頼朝が、公文所{政所)・問注所を置 く

・壇ノ浦の戦いで平氏がほろびる

●源頼朝が守護 ・地頭を置く

図

〃3

建 仁2
〃3

元久2

承久1
〃3

■

■源㎜ が征東大将軍となる

源頼家が2代 将軍となる
・源実朝が3代 将軍、

コヒ条時政内情ム権となる

源実朝が殺され、源氏の将軍が絶える
・承久の乱がおこる

幕府が京都に六波羅探題を置く

●栄西が臨済宗を

伝える

・東大寺南大門金剛

力士像ができる
●「新古今和歌集』

歴史の学習で は、 どの時点で起 こったかの確認 が重要になる。 このため本 ソフ トで は、

常 に年表上の出来事 と対比 が行 えるようリンク付 けされている。
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12.ヒ ス ト リ ー 機 能

どの様 な検索を行 って も元にいた画面 に戻 ることが可能。

江
戸 認霧認ン

ル

毛
プ

急
庇

口
亥

'冨
0

砥
ヨ

i∵
遠 一

1無

単

御家人

鰹[・

'
唖
〆
'
M芦u

6K㌫`娠. 御思と奉公
●封剖会魍[三 コ

レ
ー

一
く

龍
　

魏鷲駒
迎

ン
ル

モ
ゴ

怠
庇

口
文覇

誤魎 唖
綱
〆
綱

劃

Mξ 可u

6K題2。 領土
●劉[ヨ

レ <

リンク ・検索機能 によ り様々な画面 を自由に行 き来 することが可能 になっている、 この

ようなとき元にいた画面に戻 ることができるようた どってきた、過程 を順 に遡 るヒス ドリー

機能 を可能 にしてい る。
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13.ヘ ル プ機能

どんな操作 をした ら良 いのかをいちいちマニ ュアルで確認する必要がないよう、ヘル プ

機能が付加 されている。

Apr.1199216=41

ヨ

泣后 駆詰 モン 劉 鷺国 誤 ∫

頴付 文1ヒ ゴル 幕府t,ftS刻 ヒ

。」㌻

㌣ 継 り

6
kEYword

源 頼朝

⇔・・範頼の進路 凶

三聞く解

『忽

諸
1ie3年末の勢力範囲 源頼朝 平氏MENU

源義仲 異り{億源氏 反平氏 芦

圃

Apr.Tl99216:54

ヨ

武
家
政
治
の
展
開
と
ア
ジ
ア
の
情
勢

6KEY

竃臨 迎● モン 詔 ∫ 恒類

HELP－ 腰作の説明

・解説聞 く一ーー一解説の音声を聞きます。
・解説見る一… 解説文を表示 します。

その章の年表を表示 します。

・HELP… 一握1乍の説明を表示 します。

・MENU-… 章選択のメニュー一画面に行 きます。

・[匡]一 一一次のカー ドを表示 します。
・[≡亘コ ー… 一つ前のカー ドを表示します。

・検索 時代や用語でカー ドを選択できます。

・K[踊〕RD-一ー一一詳しい説明カー ドに行 くか表示 します.

・画面上のパー一色がっいている所が今見ている所で、他の所を

クリックするとその章に行きます。
・一 一… このようなボタンがあつたらクリックしてみしま

しょう。説明や写真などが表示されます。
・図 凶 … 一このボタンをクリックすると表示したものが消え

ます 。

剥
挽

く

る

LP

ENU

り ノ' 、 <

児童 ・生徒が操作が分か らな くなった時 に対応するため、画面に応 じたヘルプ機能が準

備 され て い る。
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14.提 示モー ド

教師は以下の操作で簡単 に自分 に必要 とするデータを選び学習計画 に応 じた画 面の作成

が可能。

隔 彌 一」」z」』止 」旦』班 」』』週↓』ユ』ヨ週』ヨ画

●武士の館

3a」2gＬtl

讃

i

…
填

MEuり

カー|'望}尺

コープ.再遅三択

コープ名変更

表示確認

⊇.庄
`

o
.;II・・'

芸スーコ

化文の

元
代
係
代
代

づ譜
欝

コ
飛
源
鎌
鎌

.聞 く

膠

解 …見る

謬'

6KEY濃 造
●武士の負遮

][ヨ

6KEy"v.「d

MEITrJ

刀 一11竺 炉1

コー フ再 をi戸1

コー プ名 変更 西陽 画面瓢

'

[遜][三]

教師が、 自分の授業計画 に合わせて、簡単 に画面の表示順 を変更で きるデータ を作成 す

るための機能が用意 されている。

(表示を行 うためのデータはフロッピィデ ィスクに保管され る)
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2.4プ ログ ラム開発 とプ ラ ッ トフォーム

さきに挙 げた機能 を実現するためには、スクールカー ドαが標準的 に持 つ表示機能のみ

ではな く、 さまざまな機能の付加が必要 となる。 この機能の付加のために、 プログラムを

作成 した。

プログラム開発 は、スクールカー ドαが提供する関数 を組み合わせ るこ とによって行 う。

スクールカー ドにはカー ドの情報表示方法 ・内容その他 をコン トロールす るための関数が

約500種 類用意 されてい る。 これ らを組 み合わせ ることで、検索 をは じめ とした、段階的

な表示 といった さまざまな機能 を実現 している

誰にで も分か りやす く簡単 な操作方法 を実現するために、全てのカー ドには、関数 による

プログラムが付加 されている。`

プログラムは次の ような時 に使用されている。

・自習、鑑賞、検索、教師のコース設定、教師が作成 した コースモー ドな どいろい ろな表

示モー ドで、 同じカー ドを画面 に表示 して もそれぞれのボタンの機能が異なるため、次の

ようにプログラム を作 っている。

メモ リーにモー ドをセ ットして、カー ドを表示す る際にそのモー ドを読みにいって、 自

動的に画面上部のイ ンジケータや画面下部のキーワー ドバーの表示するしないをコン トロー

ルした り、前進 キーの進 み先 を変 えた り、教師作成 のコース コン トロール ボタンを表示す

るなど、様 々な表示の切 り替 えを行 ってい る。

・"解 説 を見 る" 、"年 表"、"HELP"の ボ タ ンに は、 それ ぞれ の ボ タ ンを押 す と、 該 当画 面

が表 示 され る よ うに プ ログ ラム されて い る。

・ヒス トリー機i能

どの画面か ら飛 んで きて も、前の画面 に戻 ることができるように、次 のカー ドを表示す

る前 に自分 自身のカー ドヘ リンクがついているダ ミーのカー ドを後退 ボタンの部分 に表示

して、次々 にダ ミーカー ドが後退 ボタンの部分に重なるようにな っている。
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一方後退ボタンを押す と、一番上のダ ミーカー ドは自分 自身 を消 して、該 当メインカー

ドを表示するので、再度後退 ボタンを押す とさらに前のカー ドに遡 ってい くことがで きる。

・段階的な解説 をするために、提示 ボタンを作成 し、さらにそのボタンを押す と関連 の事

項(文 章であった り、図や絵であ った り)が 画面 の上に重な って表示 されるようにプログ

ラム され て い る。

・解説 を聞 く

この ボ タ ンを押 す と、 音 声 フ ァイ ル を呼 び 出 して音 声 を鳴 らす よ うに プ ログ ラム され て

い る。

・キー ワー ドの各 項 目を押 す と、 それ ぞれ の カー ドに飛 ぶ よ うにな って い る。
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どの よ うに関数 をプ ロ グ ラムす るか を例 を挙 げて記述 す る と次 の よ うにな る。

例:〈 ヒス トリー機 能 の 実現 方法>

1.全 て の カー ドの ダ ミー カ ー ドを入 れて お くホル ダ を作 って お く。

2.メ イ ンカー ドと同 じキ ー情報 を持 った ダ ミー カー ドを1.の ホルダ に作 ってお く。

3.こ れ は、 後退 ボ タ ンが表 示 され て い る大 き さ、位 置 に初 期 設定 す る。

4.こ の ダ ミー カ ー ドには、以 下 の プ ロ グラム を付 ける。

(?LMouseOnMe(clearcard%))

(?LMouseOnMe(clearkeycard3章 資料))

(?LMouseOnMe(gokeycard*********0))

↑ ↑

対 応 メ イ ンカ ー ドの 対 応 メ イ ンカ ー ドの キー情報 の

ホル ダ名1番 目の項 目

[マ ウ スが押 され た時 の 動作]

① 自分 自身 の カ ー ドを消 す。

(す る とその下 に あ る もう一 つ前 の ダ ミー カー ドが1番 上 にな るの で、 さ らに

前 の カー ドに戻 る こ とが で き る)

②"資 料"と い うキ ー情 報 が付 け られ て い るカ ー ドをすべ て消 す。

(画 面 に表 示 され て い るメ イ ンカー ド及 び キー ワー ドカ ー ド、 イ ンジケ ー タ を

消去 す る)

③対 応 メ イ ンカ ー ドを呼 び 出す。

5.メ イ ンカ ー ドの以 下 の ボ タ ンに6.の プ ログ ラム を つ け る。

・前進

・キ ー ワー ド(複 数 の場 合 もあ る)
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6.

・イ ンジケ ー タバ ー に付 けた全 て の リンク ボタ ン

(?LMouseOnMe(gokeycard全 部*****0))

↑

こ こ に は 、 各 カ ー ド に 付 け ら れ た

キ ー 情 報 の1番 目 の 項 目 が 入 る

(?LMouseOnMe(clearkeycard3章 資 料))

(?LMouseOnMe(gokeycard**********0))

↑

次 に 表 示 し た い カ ー ドの ホ ル ダ 名 、

キ ー 情 報 の1番 目 の 項 目 が 入 る

[マ ウスが押 された時の動作]

①画面の後退ボタンの位置 にダ ミーカー ドを表示する。

②"資 料"と いうキー情報 の付 いたカー ドを全て消す。

③次に表示 したいカー ドを呼び出す。

上記のプログラムをはじめ、1枚 の カー ドには、様々なプログラムが付加 されている。

1枚 のカー ドにどの ようなプログラムが どの ような情報 か ら作 られているかを示す と、

次ペー ジ以降のようになる。
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3
●承久の乱

後
鳥
羽
上
皇

縦
勝敗は?

日

・∪ 劃繋
鞠唖

MENU

芦

【カード情報】
ホルダ名

カー ド番号

作成者名
作成日時

更新日時
初期表示位置

カー ドサイズ

透明/不 透明
パスワード

アクセス権

3章10

22

1992/02/19

1987/02/21

(0,44

640×360

不 透明

無

CRW

19377byte

09:28:16

00:01:16

)

カー ドファイ ルサ イズ

カー ドの フ ァン クシ ョン

(?LMouseOnMe(SelectCard%))

【キ ー情報 】
号番

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

キー

承 久 の乱

じ ょう きゅ うの らん

鎌 倉

13

日本

で き ご と

3章10

資 料

】

置
置
置
置

報
〉
位
位
位
位

情
域

域
領
絵
絵
徐
徐

頷
く

【

(14,
(1,
(547,
(69,

79),サ イ ズ

i),サ イ ズ

63),サ イ ズ

27),サ イ ズ

り
乙

C
J

7

∩
O
Ω
U
-

り
乙

7

り
乙
-

×

×

×

×8

4

1

5

=
U

う
O
(
(U
7

【
O
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図 位 置:(548,279),サ イズ:73×

(?LMouseOnMe(GoKeyCard

図

(?LMouseOnMe(ClearKeyCard
(?LMouseOnMe(GoKeyCard

42

全部 承 久の乱0))

3章10資 料*))

初 期 目次30))

位 置:(548,322),サ イ ズ:73×24

(?LMOuSeOnMe(GOKeyCard全 部 承 久の乱0))

3章10資 料))

A

A

A

(?LMouseOnMe(ClearKeyCard
(?LMouseOnMe(GoNextCard%))

図 位 置(6,10),サ イ ズ:48×55

図 位 置(21,101),サ イズ20×230

文 位 置(70, 8),サ イ.ズ82×18

図 位 置(552,63),サ イズ73×

(?LMouseOnMe(GoKeyCard%
54
文鎌倉の地形0))

A

A

A

絵 位置(104,40),サ イズ103×114

絵 位 置(417,50),サ イズ85×100

図 位 置(548,63),サ イ ズ73×54

(?LMouseOnMe(SETDIALOG16¥db¥snd¥31¥3109..snd))
(?LMouseOnMe(PLAYSND!))

A

図 位 置(72,41),サ イ ズ24×112

図 位 置(509,44),サ イ ズ25×89

絵 位 置(284,47),サ イ ズ59×

図

図

図

図

図

文

(?LMouseOnMe(GoKeyCard%
59

政子 の勝 ち0))

B

B

位 置:(270,104),サ イズ:85×23

(?LMouseOnMe(GoKeyCard%政 子 の勝 ち0))

A

位 置:(548,172),サ イズ:73×53

(?LMouseOnMe(GoKeyCard年 表 年 表3-10))

A

位 置:(548,117),サ イズ:73×54

(?LMouseOnMe(GoKeyCard%文 承久 の乱0))

A

位置:(548,226),サ イズ:73×53

(?LMouseOnMe(GoKeyCard%HELPO))

A

位 置:(547,37),サ イズ:24×23

(?LMouseOnMe(GoKeyCard%承 久 の乱0))

A

位 置:(608,4),サ イ ズ:28×19

(?AfterFieldDisp(SETDIALOG16¥db¥snd¥3 1¥310

(gokeycard%
(gokeycard%
(gokeycard%
(gokeycard%
(gokeycard%

9.snd))

A

(?AfterFieldDiso(execactionstrin9!

(?AfterFieldDisp(execactlonstrin9!

(?AfterFieldDisp(execactionstring!

(?AfterFieldDis【)(execactionstrin9!

(?AfterFieldDisP(execactionstrin9!

(nopこ の 上 ま で の パ ラ メ ー タ を変 更)

(?AfterFieldDisp(execactionstring!

索
習
索

示
成

検
自
校
表
作

B

上バ ー3/1bO)(noo)))…C

キー承 久 の乱

キー承 久 の乱

キ ー承久 の乱

キ ー承久 の乱

0)(nOD)))… …C

O)(nOO)))… …C

O)(nOO)))… …C

O)(nOP)))… …C

C

検 索(90keycard検 索 カー ド0)(noo)))… …C

A指 定 したカー ドの表示または消去

B音 声ファイルを読み込むまたは実行する

C各 モ ー ドに よ っ て必 要 な カ ー ドを表 示 す る

D:シ ステムのアクションエラー状態を取 り消して、正常状態に回復する

E鑑 賞モー ドであるなら音声ファイルを実行する
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図

図

(?AfterF|eldDiSO(eXeCaCtiOnString!

(?AfterFieldDisp(r'eseterroraction))

(?AfterFieldDisp(execactionstring!鑑 賞

表 示(gokeycard初 期 カバー0)(noo)))…C

(PLAYSND!)(nOO)))

位 置:(70,37),サ イズ:151×122

(?LMouseOnMe(GoKeyCard%義 時追 討命 令0))

(?LMouseOnMe(SETDIALOG16¥db¥snd¥31¥310

(?LMouseOnMe(PLAYSND!))

D

E

9A.snd))

位 置:(407,38),サ イ ズ:131×116)

(?LMouseOnMe(GoKeyCard%政 子の訴 え0))

(?LMouseOnMe(SETDIALOG16¥db¥snd¥31¥310

(?LMouseOnMe(PLAYSND!))

A

B

B

101.SND))

(?LMouseOnMe(SETDIALOG16¥db¥snd¥31¥310102.SND))
(?LMouseonMe(PLAYsND!))
(?LMouseOnMe(SETDIALOG16¥db¥snd¥31¥310103.SND))
(?LMouseOnMe(PLAYSND!))

A

B

B

B

B

B

B

A指 定したカー ドの表示 または消去

B音 声ファイルを読み込む または実行する

C各 モー ドによって必要なカー ドを表示する

Dシ ステムのアクションエラー状態を取 り消して、正常状態 に回復する

E鑑 賞モー ドであるな ら音声 ファイルを実行する
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δ
KEYword

北条氏の領土

【カー ド情 報 】

ホル ダ名

カー ド番号

作 成者 名

作 成 日時

更 新 日時

初 期表 示位 置

カー ドサ イズ

透 明/不 透 明

パス ワー ド

ア クセス権

カー ドフ ァイ ルサ イズ

3章10

34

1992/02/1914:36:18

1992/03/1111:00:44

(0,404)

557×60

不透 明

無

CRW

1825byte

●承久の乱

国

カー ドの フ ァ ンクシ ョン

(?LMouseOnMe(SelectCard%))

【キー情報 】

番 号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

キ ー

承 久の乱

3章10

資料

【領域 情報 】

〈領 域〉

絵 位 置(1,4),サ イ ズ24×30

図 位 置(25,3),サ イ ズ525×20

絵 位 置(25,3),サ イ ズ524×17

文 位 置(468,4),サ イ ズ84×18

文 位 置(44,25),サ イ ズ98×18

(?LMouseOnMe(GoKeyCard全 部 承 久 の乱0))

(?LMouseOnMe(ClearKeyCard3章10資 料))

(?LMouseOnMe(GoKeyCard%北 条氏 の領 国0))

図 位 置:(486,24),サ イ ズ:64×29

(?LMouseOnMe(SetDialog9検 索))

(?LMouseOnMe(GoKeyCard%検 索 目次0))

A

A

A

C

A

A指 定したカー ドの表示 または消去

B音 声ファイルを読み込む または実行する

C:各 モ ー ドに よ って 必 要 な カ ー ドを 表 示 す る

Dシ ステムのアクションエラー状態を取 り消 して、正常状態に回復する

E:鑑 賞モー ドであるなら音声 ファイルを実行する
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2.5画 像選定、入力、 データ量

(1)画 像選定

画像選定 は以下 のように して行 った。

① プロ トタイプ制作 に当た り、 「鎌倉幕府の成立」 を選定 した。

②鎌倉幕府の成立 は、新中学学習指導要領の 「歴史的分野 の内容 の(3)武 家政治の展

開 とアジアの情勢」の最初 の単元であ り、「源平 の戦 い、鎌倉幕府の成立 と推移 を扱 う」

と学習内容が定め られている。

③ そ こで、本 プロ トタイプで は、「源平の戦 い→鎌倉幕府 の成立→承久の乱」 と続 く歴

史の流れ を理解 させ るための 「画像データ」 を選定 し、入力す ることとした。

④画像 データの流 れは次のようになる。
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〈プロ トタイプ画像 データの流 れ〉

もくじ

鎌倉幕府の成立

平氏の滅亡
キーワー ド

①平氏 ②源氏 ③源頼朝 ④源義軽

次へ進む

Ψ

源頼朝

キーワー ド

①源氏 ②平氏の滅亡 ③守護 と地頭

④鎌倉幕府の成立 ⑤北条政子

次へ進む

Ψ

守護 と地頭

キーワー ド

①源頼朝 ②鎌倉幕府の成立 ③守護の配置

④荘園の分割
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↓

鎌倉幕府の成立

キーワード

①源頼朝 ②源氏 ③鎌倉幕府のしくみ

④封建制度

次へ進 む

Ψ

鎌倉幕府のしくみ
キーワー ド

①源頼朝 ②執権政治 ③守護 と地頭

次へ進む

封建制度

キーワー ド

①鎌倉幕府の成立 ②武士の生活 ③農民の生活

④世界の封建制度

次へ進む

Ψ

承久の乱

キーワー ド

①後鳥羽上皇 ②北条政子 ③北条義時

④守護の配置

(2)入 力

入力 は以下の ようにして行 った。

①写真 の取 り込 み

イメー ジスキャナーによ り、画像 を取 り込 み、 ファイル に保管す る
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② 図の作成

地 図 ・イラス ト:ス キ ャナーで取 り込 んだ もの を土台 にして、線 を上か らなぞ り、 スキャ

ナーの部分の図形 を消去 し、 白地図 ・線画 になった もの に、色 を付 けてい く。

上記以外の図:ス クールカー ドの描画 ツールを使 って絵 を描いてい く。

③文字の入力

普通 に文字が表示 されればよい ものは、スクールカー ドのワープロ機能 を使 って入力す る。

④装飾(浮 き出た文字、引 っ込んだ文字等)の ある文字

描画 ツールの文字描画 を使 って文字 を描 き、1ド ッ トず らして違 う色 で文字を描 く。

⑤小 さな文字な ど

1ド ットずっ点 を打 って、文字にす る。

(3)デ ータ量

本 プロ トタイプには次のサイズのデータが収納 されている。

写真枚数22枚

図版枚数93枚

データ量23.3メ ガバイ ト

本 プロ トタイプを元に開発 され る予定の製品では、データサイズは次の規模 になる予定で

ある。 写真枚数 約300枚

図版枚数 約300枚

データ量 約200メ ガバイ ト
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3評 価

3.1評 価 の方 法

プロ トタイプを作成 した後 にその検証 を しなけれ ばな らない。

本 ソフ トウェアの場合、標準的な使用形態 として次のケースに分 けられ る。

① 一斉授業で、資料提示用 に教師が使用する場合

②教 師の指示 によ り児童 ・生徒が個別 またはグループで、検索 ・発見学習 をす る場

合

検証す る際には、 ソフ トウェアを企画 した時に想定 した場面 と同一環境下での使用が望

まれる。すなわ ち、

①一斉授業の場合

①個別 またはグループ学習の場合

の、それぞれの実際 の教授/学 習場面である。

本 ソフ トウェアの研究、試作 においては、現場の教師か らなる委員会での検討 を重ね、

実際の授業場面での望 まれる要件 を検討、抽出 し、 ソフ ト化 しているが、評価 において も

教師自身 による試行 を行 うこととした。

小学校 の社会科の授業で、5～6人 のグループ毎 に1台 のFM-TOWNSを 用意 し、教 師

の指示 によ り、課題 を解決す るために本 ソフ トウェアを使 って、画像データを自由に検 索

し、調べ学 習をさせ る とい うものである。その授業の様子 をビデオ撮 りし、 その ビデオ を

見なが ら児童の行動 を分析す る。それによ り本 ソフ トウェアの機能面、操作面での妥当性、

有効性 に関するフィー ドバ ックが得 られ るということになる。

3.2評 価 の 実際

(1)試 用
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日 時:平 成4年2月26日

場 所:東 京都江戸川区立葛西小学校

対象児童:6年 生

担当教師:門 田博 司(当 委員会委員)

実施概略:FM-TOWNS6台 を使用。1台 に5～6人 の グループ学習。

(2)評 価分析

授業分析 の際の、状態記述の構成要素 として、っぎのような基準 を設定 した。

(A)情 意面

①提示情報に対する反応

②動機付 け

③達成感

(B)知 識 ・技能面

①事実確認

②概念

③ ルール

④推論/仮 説

⑤ 方略 一視点/内 観 の広が り

これ らの要素 をもとにして、児童の学習行動 を時系列で分類 し、授業 を分析す ることに

より、本 プロ トタイプの評価分析 の基礎 データとする。

また これによ り導 き出される評価 は、次の諸点についての記述 にな る予定である。

(C)評 価 の観点

①情報 の直接性

② マルチメディア型の効果 一主 に動機付 けの側面 を中心 にして

③ データベースを検索 させ ることの学習効果
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④ 能 力差 、 レデ ィネス と、 ヒン トな どの フ ィー ドバ ック情 報 の 関係

⑤ 共 同学 習 一 コ ミュニ ケ ー シ ョンの価 値

⑥ プ レゼ ンテ ー シ ョン ツール と しての望 まれ る条 件 一イ ンタ ラク テ ィブ性

(3)プ ロ トタイ プ改善

平成4年4月 末 日まで

4今 後の課題

4.1技 術 的側 面

本 プロ トタイプでは、 ソフ トをハー ドディス クヘ インス トール した場合 とCD-ROM化

した場合 のプログラム実行速度 を比較す ると、約10倍 以上CD-ROM化 した方が遅 くな っ

てい る。

また検索時の実行速度 も、CD-ROM化 した場合同様 な速度低下 が起 こる。

上記2点 について は、FM-TOWNSのCD-ROMの 読 み込み速度 に依存 してお り、現在 で

は抜本的な解決 は難 しい。

今後の評価分析お よびプログラム内容 の検証 を踏 まえて、製品化 を行 うまでにプラッ ト

フォームの可能性 と限界 を追求する と共 に、包括的 な対応策 を検討 したい。
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4.2教 材 的側 面

(1)目 的性の確保

教師の指示 による調べ学習において、 目的 を十分了解 した上 で検索学習す るのでなけれ

ば、何 をどんな文脈 で検索 しているのか を見失 って しまうおそれがある。つまり合 目的的

な行動 を維持す る事 は、従来型 の教材 において も容易で はなか ったのに対 し、本 プロ トタ

イプにおいては、その可能性 がよ り増 えている。

すなわち、1)何 を目的 として、2)ど んな資料群 を、3)ど のような順序 と関係性 を

元 に検索 してい くのか とい う、検索行動の戦略性が必要 となって くる。

(2)資 料情報の解釈力

個々の資料 を正 しく検索 してい って も、 その意味が十分汲み取れていない場合が多い。

つ まり、単 に調べただ けでそこか ら引 き出 され るべ き情報(系)が 目的 とするレベル まで

至 らないケースである。

この場合 は資料の読み とりの深 まりが不足 してい ると考 えられ るので、学習者 に対す る

資料の見方の観点 を理解 させ なければな らない。

上記(1)(2)と も、直接には本 プロ トタイプの直接担 うべ き範疇 の要件で はないが、

教材 としての総合的判 断の観点か らすれば、指導案、 ワークシー ト等 とい う形で用意 され

るべきものであろう。

それが どのような ものであればよいか、教材 としての総合的価値の面か ら、製 品化 を想

定 して検討 していきたい。
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5歴 史内容掲載 リス トー覧

トップメニ ュー

サ ブメニ ュー(第3章)

1.鎌 倉幕府 の成立

源平 の戦 い

平氏の都落 ち

壇 ノ浦の戦 い

鎌倉幕府 の成立

鎌倉の地形

鎌倉幕府 のし くみ

封建社会の し くみ

源氏か ら北条氏へ

承久の乱

承久の乱後の北条氏の領国

御成敗式 目

源頼朝

2.武 士の生活 と鎌倉文化

武士の館

武芸 に励 む武士一笠懸

犬追物

弓張

御恩 と奉公

地頭の横暴

地頭の荘園侵略

新 しい仏教

東大寺 南大門

金剛力士像

文学

平家物語

運慶
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「参考文献」

ワイ ド版 歴 史 資料 集

FM-TOWNSテ ク ニカ ル デー タブ ック

ス クール カー ドαマ ニ ュアル

HIGHCCO唖 ㎜ マニ ュアル

3861ASMマ ニ ュア ル

新学社

アスキー出版局

富士通

富士通

富士通
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